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ドイツ KUKA 社製ロボットアームにより、大判かつ厚みがあり、また接着剤などの影響で加工しにくいと言われている LVL の加工実験を行いました。

「有孔木層ウォール」には一定の構造性能が期待でき、ロボットアームなどによる切削加工により、多様な切削が実現可能であり、厚さを活かした三

次元的な切削の実施可能性も明らかとなりました。

みやむら動物病院

「有孔木層ウォール」を用いた

将来の応用事例の試設計

想定条件

構造 : 木造三階建、準耐火構造

用途 : オフィスや高齢者施設など

このパースは、木造の構造建て方の

状況を想定したものです。今回は検証

を行っていませんが、水平力だけでは

なく鉛直力も負担する「有孔 LVL 壁

構造」が可能になると想定して設計を

行いました。

有孔木層ウォールの構造性能の検

証のために、水平せん断試験を行い、

その曲げ・せん断応力の複合応力に

対する水平剛性と破壊モードを調査

しました。

今後、複雑で異方性を持つ材料を、

より精密に解析する手法の開発など

が期待されます。

木層ウォールから有孔木層ウォールの開発へ

切削加工

しかし、今後のさらなる木層ウォールの普及のためには、構造体力上有利な無開口の LVL パネルを使用したものだけでなく、設備貫通のための

LVL パネルへの穴あけがもたらす構造への影響の評価や基準づくりをしながら、様々な開口をもち、光、風、設備などを通しながら、構造的にも

有効に働くさらに進んだ木層ウォール「有孔木層ウォール」の開発が必要となる。

木層ウォールは LVL の厚板を用いた壁工法です。これまで一時間準耐火構造の外壁の大臣

認定を取得するなど、開発が進められてきました。

鉛直荷重を負担しない外壁としての仕様のほか、鉛直力も負担する壁構造として使用でき

る仕様などがあり、構造としての性能を最大化し、耐火性能をもたせるために、LVL の厚板

そのものは構造金物を取り付けたり、遮炎性を上げるためのさね材を入れるなどのほかは、

LVL の厚板そのままのかたちで用いられてきました。

今後のさらなる木層ウォールの普及のためには、構造耐力上

有利な無開口の LVL パネルを使用したものだけでなく、設備貫

通のための LVL パネルへの穴あけがもたらす構造への影響の評

価や基準づくりが求められています。

さらに、様々な開口をもち、光、風、設備などを通しながら、

構造的にも有効に働くさらに進んだ木層ウォール「有孔木層

ウォール」の開発が必要になります。

加工パターンは、機能性を重視した孔以外にも、意匠性を重

視した、正方形と正三角形を組み合わせた、ゆらぎのあるグリッ

ドを採用しました。「どのような開口のパターンがありえ、それ

を計画、計算するためにどのような開口を切削、構造実験すれ

ばいいか」検討し、ロボットアームによる加工を経て、強度試

験を行いました。

加工パターン

構造性能の実験・検証


